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国のＺＥＨ⽔準適合義務付けに先駆けた新築住宅のＺＥＨ⽔準適合義務化について
• 全国に先駆けてのZEH⽔準の適合義務化は、極めて有意義であり、できるだけ早期に必ず実現すべき
• ⼀⽅で、寒冷な⻑野県ではZEH⽔準の断熱等級５は⼒不⾜であり、等級６以上の早期普及策を具体化いただきたい
• 住宅だけでなく⾮住宅でも、外⽪の性能向上に向けた取り組みを具体化していただきたい

建築物への再⽣可能エネルギー設備設置の義務化について
• ⻑野県は冬期も含めて⽇射に恵まれた太陽光発電に最適な地域 ZEHの発電実績でも全国トップクラス
• 住宅のみならず⾮住宅についても、太陽光ありの『ZEB』やNearly ZEBを早期に普及させるべき
• 既存建築でも「断熱改修」「エアコンのコンパクト化」「太陽光発電」の３点セットの普及策が重要
• ⻑野県は学校建築の断熱改修のパイオニア さらに設備・再エネ改修にも踏み込んでいただきたい

⻑野県⺠が「健康快適」で「電気代も安⼼」に暮らせるために住宅・建築物に求められる性能を論じるべき
• 県⺠の暮らしの質を⾼める住宅・建築物が、地域のエネルギー⾃⽴や脱炭素社会の実現につながる
• 省エネ基準の適合率は、国交省調査で全国平均89.1% (R4⼩規模住宅)に達している ⻑野での未達率は？
• 作り⼿側の問題で県⺠の⽣活が脅かされることがあっては本末転倒 県⺠の末永い幸福が最優先されるべき

⼀⽅で、建材や⼈件費の⾼騰により住宅価格の⾼騰が続いている現実への対応は必須
• 「断熱・省エネ・太陽光の義務化のせいで家が買えない⼈が出る」という反発を招かない仕組み作りが重要
• ⾼性能住宅の新築・改修に対する⾦融⽀援の充実（補助⾦には限界 琉球銀⾏のような借⼊可能額の割増も有効）
• ⾼性能住宅のリセールバリューの向上（不動産鑑定で断熱や太陽光の価値を考慮 ⿃取県のT-HASなどの事例）
• 公営を含めた賃貸住宅の質向上（家を買わなくても健康快適で安⼼な暮らしができるように）



住宅において断熱等級５の早期適合義務化とともに断熱等級６以上の普及策が求められる理由
寒冷な⻑野県において、断熱の確保は健康快適・省エネな暮らしに不可⽋
• 国が「遅くとも2030年までに適合義務化」とするZEH⽔準の断熱等級５を先⾏で義務化する意義は極めて⼤きい

⼀⽅で⻑野県に多い寒冷な３・４地域においては、断熱等級５は⼒不⾜の可能性が⾼い
• 国の基準は温暖な５・６地域を主に想定しているため、寒冷地の実情に適合していない⾯がある
• 省エネ基準の断熱等級４とZEH⽔準の等級５の差が、温暖な５地域では⼤きいが寒冷な ２・３・４地域では⼩さい
• 寒冷地における断熱等級４・５は、同程度の寒さの国の海外基準と⽐較しても、 UA値が⼤きく低レベルに留まる
• 健康快適な温熱環境と省エネの両⽴のため、全国で断熱等級６の普及が進んでいる 改修の事例も増加
• 断熱等級５の次をみこした、等級６以上の断熱の普及に向けた誘導策が寒冷な⻑野県では特に重要
• 断熱等級には気密の規定がないため、県独⾃に規定の追加が望ましい（⿃取県のNE-STは新築C値1以下が必須）
• 信州健康ゼロエネ住宅の「推奨基準」に該当

２・３・４地域では断熱等級４と等級５で⼤差なし
等級４

５地域では差が⼤きい

２・３・４地域では断熱等級５と等級６で差が⼤きい ５地域では差が⼩さい

寒冷 温暖

等級６以上の普及が重要





太陽光パネル1kWあたりの
年間発電量[kWh/年]の実績値

出展：ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス
実証事業調査発表会2021
都道府県ごとのエネルギー消費量及び創エネルギー量
実績データ
https://sii.or.jp/zeh/conference_2021.html

⽇照に恵まれた⻑野県は屋根載せ太陽光発電によりゼロエネ化が⾮常に容易

全国平均 1,205kWh/年

⻑野県
1,361kWh/年

東京都
1,125kWh/年

⻑野は東京より
２割多く発電！

⽊下建⼯ 本社屋（佐久市）
⾼断熱な外⽪と太陽光発電

2022年実績
全消費電⼒量
18,505kWh

太陽光発電量
24,546kWh<

通常のZEBでは考慮しない
OA機器なども含めて

リアルなゼロエネを実現！



学校断熱ネットワーク信州作成のワークショップマニュアル

⻑野の学校断熱ワークショップは全国から注⽬ 波及効果も⼤きいので、積極的な展開を



断熱と⽇射遮蔽 適正換気
温度を適切に保ち
勉強に集中できる
環境を作れる！

空気質を保ち
健康な環境を

確保！

エアコンの
消費電⼒量を
削減できる

エアコンの
電気代を

削減できる

冷房で処理すべき熱負荷が減少
エアコン容量を
コンパクトに

できる

エアコンの
更新コストを
削減できる

太陽光発電で
冷房に必要な電気を

まかなう

電気代の負担を
ゼロにできる

スタートは
断熱改修から！

⼦供たちが学びに集中できる
健康・快適な教室を実現！

夏春 秋

冷房の消費電⼒を
太陽光の⾃家消費で賄うことで
従量料⾦とCO2の削減はもちろん
契約容量を減らして基本料⾦も圧縮！

断熱改修＋家庭⽤エアコン＋太陽光
３点セットをまとめて導⼊するのが肝⼼！

断熱改修＋空調設備のコンパクト化＋太陽光発電の３点セットでトータルコストを抑えて脱炭素化が可能



琉球銀⾏は借⼊可能額を増やすことでZEH住宅の普及を後押し



https://www.pref.tottori.lg.jp/secure/1341492/231128_shiryo.pdf

⿃取県で住宅の中古価格に断熱や太陽光などの性能を反映させる試み
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⿃取県では⾼性能賃貸の新築・改修も積極的に⽀援


